
（別紙３）

～ 2026年1月27日

（対象者数） 65名 （回答者数） 23名

～ 2026年1月27日

（対象者数） 7名 （回答者数） 7名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
職員側からも必要な研修やスーパーバイズを提案していき、

より高い技術での支援が行えるようにしていきたい。

2
個々の利用者の、より長期的な目標設定をしながら、日々の

支援を充実させていけるよう務めていきたい。

3
家庭や関連機関と連携して、個々の利用者に必要な取り組み

を共有し、活動に盛り込んでいきたい。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

段階的に、地域の活動に参加したり、地域の方との交流の場

を設け、利用者の活動内容に広がりが持てるよう、情報収集

しながら検討していきたい。

2

ご家族に安心してお子様を預けていただけるよう、ニーズの

把握を行い、見学会や親子での体験を実施したり、療育勉強

会の開催日時を増やす等対応していきたい。

3

個別支援計画のための面談や、療育勉強会等の際はきょうだ

い同伴を受け入れている。それらをきっかけに、ご家族の

ニーズを把握し、どのような支援ができるかを情報収集しな

がら検討していきたい。

○事業所名 社会福祉法人コロロ学舎　ET教室

○保護者評価実施期間
2026年1月13日

○保護者評価有効回答数

2026年1月13日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年3月23日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

きょうだい向けのイベントの開催等の、きょうだい同士の交

流の機会は設けられていない。

ご家族からのご相談があった際には、きょうだいとの関わり

方等の助言や支援を行ってきたが、直接的な交流の機会を設

ける等の活動は行っていなかった。また、きょうだいも一緒

に参加できる行事（ダイナミックリズム）の情報が行き届い

ていなかった。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

地域の方との交流する機会が少ない。

利用者の方やご家族の意向を尊重し、主に問題行動の改善や

身体のコントロール力向上が目標となることが多いため、そ

こに重きを置いた支援を提供している。そのため、地域の方

との直接的な交流の機会は設けられていない。

ご家族向けの勉強会や見学会の実施が限られている。

利用者の中には人の出入りや声などの刺激に過敏になりやす

い方も多く、利用者の方の活動を最優先に考えているため、

それを踏まえた実施にとどまっている。

全ての職員が、コロロメソッドに基づいた支援により、一貫

した対応を行っていることで、利用者の混乱を招くことなく

支援をしていくことができる。

コロロ学舎全体として定期的に支援の研修を行っている。ま

た、個別のケースについても適宜申し送りや打ち合わせで対

応の検討を行い、より良い支援が行えるよう努めている。

利用者の状況を最優先にしながら活動プログラムを進行して

いる。集団活動を主としながら、集団のなかで個を見る支援

をしている。

その時その時の状況を判断し、予定していたプログラムに囚

われず、臨機応変に対応している。それにより、利用者の方

が活動に適応できるよう工夫している。

固定化したプログラムではなく、変化に富んだ活動を提供す

るなかで、利用者にとって将来を見据えた、社会適応力を身

につけていくことにつながる。

変化のある活動を日々取り入れることで、避難訓練や電車で

の移動といった、日常と異なる活動でも落ち着いて参加がで

きるよう、段階的に取り組みを行っている。

事業所における自己評価総括表公表


